
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ総連は 5 月 13 日、5 連協・沖縄平和研修参

加者とともに、沖縄県・玉城デニー知事を表敬訪問し

ました。 

 山口委員長からは、ＪＲ総連が沖縄平和研修に取

り組んできた経緯と経過を紹介した上で、辺野古新

基地建設について「埋立て地盤改良工事を巡って、国

が沖縄県に代わって設計変更を承認する『代執行』は、これまで『対等・協力の関係』

としてきた地方自治の本旨を蔑ろにする問題であり、この国全体の問題である。私た

ちも危機感をもって捉えている」と述べました。 

 玉城知事は、「沖縄県民はこれまで『辺野古新基地建設反対』の意思を示しており、

県として県民の声に基づき判断をしてきている。しかし、辺野古新基地建設について

の工事の設計変更の『代執行』は、まさに国と地方自治体との関係を『主従関係』と

するもので、受け入れられるものではない」と述べられました。 

 ＪＲ総連は、これからも沖縄の仲間と「連帯・共闘」し、基地のない平和で安心し

て暮らせる社会をめざして、取り組みを進めていきます！ 

ＪＲ総連通信 
２０２４年５月１５日 №１７４６ 
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